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武 内 道 子
とみらいホールにて)｡これを骨子に､センター
の紀要30周年記念特別号と銘打って､『言語の個
別性と普遍性』を出版したOセンターの共同研究
会は年々ひとつ二つと増えていき､一方で予算は
不変という状況であるから､研究会として機能す
るには､こういった助成金制度は貴重で､ありが
たいものである｡2005年度から上記研究奨励制度
が ｢神奈川大学共同研究助成｣制度とリニューア
ルし､センターや研究所所属を離れ､学部を母体
とすることになった｡われわれの研究会は ｢モダ
リティ｣現象をテーマに今年度から3カ年､助成
金を交付されることになり､初年度の活動が始まっ
ている｡そして相変わらずセンターにその拠点を
置かせてもらうことにした｡
言語の普遍性は､言語獲得能力が遺伝的に決定
されているという主張の論拠である｡その生得性
の証拠は､個人の属性としての言語に関する知識
(言語知識)に求められる｡われわれ言語科学者
は､言語知識を､ちょうど呼吸をつかさどる肺や
気管､あるいは消化をつかさどる胃や腸といった
器官とパラレルに､心的器官としてとらえる｡し
かし､この器官は肺や胃と違って､脳を断ち割っ
ても､レントゲンを撮ってもその存在を確かめる
ことができないから､仮説として提示するしかな
い｡しかしながら､客体としての言語がある｡言
語事実を観察し､記述するという帰納的側面が､
物理学などの純粋に演樺的な学問とは違うところ
である｡そのありようを､なぜ今あるようにある
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のかを説明する姿勢によって､その存在を確かめ 言語の華麗な豊かさが理解できるという信念を持
ていく｡説明を行うためには､何らかの理論の存 ち､言語科学を人間の ｢こころ｣の研究の中核を
在が不可欠であるO なすものと位置づけている｡メンバーの枠は流動
われわれは､多彩な言語からの検証と､それぞ 的でありながら､常にひたむきに取り組む姿勢を
れの理論的基盤による多彩な切り口とから､人間 続けていきたいと願っている｡
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